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4月を迎え新しく若い3名の仲間が加わりました。現場でお客様と顔

を合わせるのはしばらく先となりますが、まずは基礎からしっかり学

び、社会人として、技術者として、早期に独り立ちできることを期待し

ています。 

さて、3月12日から3日間にわたり北海道機械工業会電機電子部会の

道外視察会で神戸市内にある川崎重工業株式会社の液化水素荷役実証

ターミナル「Hy Touch」と神戸工場、三菱電機株式会社電力システム製

作所そして阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センターを訪問、見学

させていただきました。 

初日はまずHy Touchへ伺い、荷役設備から貯蔵タンク、ボイルオフガ

ス貯蔵設備など見学した後、神戸工場へ移動しグリーンガスエンジン

の製造工場、運転試験設備など場内の様々な個所を説明いただきまし

た。水素混焼可能なエンジンが定期点検中のため運転していませんで

したが、荷役、貯蔵からエンジン製造までを見学し、水素社会を近いう

ちに身近に感じられるのではと実感いたしました。 

2日目の三菱電機電力システム製作所様では、工場にて発電機の製造

ラインを鋼板加工から回転子や固定子の製造やケーシングへの組み込

みまでを見学し、なかなか現場では見ることができない発電機の内部

構造も知ることができました。 

最終日は阪神淡路大震災の状況や教訓を世界に発信すべく設立され

た防災未来センターで発生直後の様々な地域の大画面での映像、避難 
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常務取締役 

池 孝志 

このたび常務取締役に就任いたしました池でございます。 

2023年5月に労務・給与担当として入社し、2024年4月に経営管理部長に

就任、今年2月に常務取締役を拝命いたしました。 

企業経営において重要な要素は「人」「もの(設備など)」「金(資金)」

であり、特に「人」が最も重要な財産だと考えております。 

当社は20～30代の社員が59.1%（2025年4月1日現在）を占めており、

多くの若手社員が活躍する未来への可能性を秘めた企業です。 

私は前職で、人事労務の担当や特例子会社（障がい者の雇用促進を目

的として設立された子会社）および生活協同組合（物販事業や共済・保

険事業を通じて、組合員の生活をより便利で豊かにすることを目指す

組織）での経験を積んできました。この経験を活かし、「人」を大切に

した経営を充実していきたいと考えております。 

社員とそのご家族がより豊かに暮らせる処遇（賃金・制度）を整える

ことで、社員が業務に専念できる環境を構築するとともに、安全を最優

先とした作業環境づくりや社員の心身の健康維持に努めることが、よ

り良い製品を生み出し、お客さまに信頼と安心を提供する基盤となる

と考えております。 

創業から半世紀以上にわたり培ってきた技術力と若い世代の力を融

合させ、社会環境の変化に柔軟に対応しながら新たな企業価値を創出

することで、より一層、社会とお取引先のみなさまに貢献できるよう全

力を尽くしてまいりますのでよろしくお願いいたします。 

 

 行動をシミュレーションするミッションルーム等々多々体験できま

した。ここ最近、南海トラフ地震および連動地震などへの備えも頻繁に

見聞きすることも増えている折、大変参考になりました。 

弊社ではあまりかかわることがない巨大プラント、工場を垣間見る

事ができ、非常に有意義な3日間となりました。関係方々には改めて御

礼申し上げます。 

弊社は半世紀にわたり電力分野でインフラを支えることを生業とし

ております。このような機会を弊社として新たに貢献・挑戦できること

を見いだすヒントとしたいと思います。 
 

このたび専務取締役に就任いたしました塚本でございます。 

まず初めに、これまでの弊社の発展に尽力されてきた先代の皆様、そし

て弊社を支えて下さった全ての関係者の皆様に心より感謝申し上げま

す。 

私がこの重責を担うことになったのは、皆様のご支援とご協力のお

かげであり、今後もその期待に応えるべく努力する所存でございます。

弊社は「電気技術でみなさまの暮らしを支え、社会、経済、文化の発

展に貢献する」ことを経営理念に掲げ、これまで日々研鑽してまいりま

した。近年、環境問題やエネルギーの効率化がますます重要視される

中、私たちの業界にもおおきな変革が求められております。再生可能エ

ネルギーの導入やDX・GXの推進など、新しい技術の導入は必須であり、

私たちもその流れにしっかりと対応しなければなりません。 

私がこの任を担うにあたり、まずは社員一人ひとりが持つ技術力を

最大限に活かし、チームとしての結束を強める事に注力していきたい

と考えております。風通しの良い社風を築き、異なる視点からの意見や

アイデアが新たな価値を生み出す源泉となるよう取り組んでまいりま

す。また、地域に根ざした企業としての責任を果たし、安心・安全な電

力供給に寄与することが、企業の持続的な成長へと繋がると信じてお

ります。 

最後に、私自身もこの新たな挑戦を通じて成長し、皆様と共に歩んで

いく所存でございます。引き続きご支援ご指導賜りますよう何卒よろ

しくお願い申し上げます。 

新入社員の皆さん 

相談役 向井 隆 

新入社員の皆さまようこそ入社いただき歓迎します。 

これからが本当の人生です。楽しい人生にするか、苦しい人生になるか

は本人の心掛け次第です。 新しい目で社会を見てください。スポーツ

の世界、歌手の世界、お医者さんや研究者など所属の組織は有名なので

すがそれ以前に努力した個人が評価されます。 

 ドジャースの大谷選手も個人が有名になり、引く手数多で当然収入

も多く、裕福になります。 

ただ、その様な評価になるには並大抵の努力では突出した評価は得

られません。その業界で一番に成る程の努力が必要です。我がESCでも

よい仕事で成果を出してお客様から指名されて来て指導して欲しいと

言われる程になると楽しい人生が開けます。真面目に努力しましょう。

新入社員の皆さまへ 

行動をシミュレーションするミッションルーム等々多々体験できまし

た。ここ最近、南海トラフ地震および連動地震などへの備えも頻繁に見

聞きすることも増えている折、大変参考になりました。 

弊社ではあまりかかわることがない巨大プラント、工場を垣間見る

事ができ、非常に有意義な3日間となりました。関係方々には改めて御

礼申し上げます。 

弊社は半世紀にわたり電力分野でインフラを支えることを生業とし

ております。このような機会を弊社として新たに貢献・挑戦できること

を見いだすヒントとしていければと思います。 
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当社のインターンシップでは、5日間の工程で会社説明や工場見学、

図面の基本学習を経て、専用装置を使った実技講習を実施します。 

配線作業や PLC プログラムの作成・試験・検証を通じ、学生は和やか

な雰囲気の中で課題に挑戦し、達成感を味わうことができます。中に

は課題以外の高度なプログラムを設計する優秀な学生もおり、学校側

からも学生の成長の場として高い評価を得ています。 

実技中心のカリキュラムは電気系学部の学生から特に好評で、毎年

道内外の理系大学や工業高等専門学校から多くの応募があります。 

近年では女子学生の参加も増加し、初めて電気制御に触れる学生でも

貴重な体験を得られる内容となっています。 

プログラムの後半には懇親会を開催し、北海道の美味しい料理を楽

しみながら参加者同士の交流を深める機会を提供しています。この経

験を通じて、学校では得られない知識や技術を学び、電力業界への関

心を高めるきっかけとなっていれば幸いです。 

当社のインターンシップに参加した学生は、当社の社員と職場環境

に対して好印象を抱いており、過去 2 年間の新入社員 3名全員がイン

ターンシップ参加者です。学生と会社双方の相互理解が深まり、採用

にも良い結果をもたらしています。 

今年も 8 月 18 日から 5 日間の実施を予定しており、電力業界のエ

ンジニアを目指す学生の応募を心よりお待ちしています。 

 

夏季インターンシップ～電気制御コースの 5days～ 

ESC Introduce／学生さん ESC へいらっしゃい 

アカゲラ エゾエンゴサク 

 

クロミノエンレイソウ スミレの仲間 

ESC の森 Information 
 新年度がスタートし、当社にも新

しい仲間が加わりました。 

毎日が初めての事ばかりで、緊張

しているかもしれませんが、ぜひ

新しいチャレンジを楽しんでほし

いですね。 

私たちも一緒に楽しめるように、

しっかりサポートしていきたいと

思います。  営業部 編集担当  

編  集  後  記 

※「ESCの森」とは… 

地球温暖化防止や水源のかん養等を目的に、長沼町(「馬追の名水」付近)にある森林の一部を育て、 

整備しています。動植物の観察やネイチャースキーも楽しめますので、是非お立ち寄りください★ ↑場所はこちら↑ 

「アカゲラ」は中型のキツツ
キ。後頭部に赤色があるのはオ
ス、黒色がメス、頭上が赤いの
が幼鳥です。 
キツツキのドラミングの速さ
は1秒で15～20回。森の中で「ド
ラミング」が聞こえたら近くに
いるかもしれません♪♪ 

2024 年度は、当社社員が下記の資格(抜粋)を新たに取得いたしまし

た。取得した資格を日々の業務に活かせられるように邁進してまいり

ます。 

資  格  名 取得人数 

第２種電気主任技術者 １ 

第３種電気主任技術者 １ 

第一種電気工事士 １ 

第二種電気工事士 １ 

認定電気工事従事者 ３ 

一級電気製図技能士 １ 

１級電気工事施工管理技士補 ３ 

２級電気通信工事施工管理技士 １ 

工事担任者（総合通信） ２ 

1 級配電制御システム検査技士 １ 

 

あっぱれ！資格取得報告 ～合格おめでとうございます！～ 

新春号(1月)でお届けした「清里澱粉工場」の見学レポートに続き

第2弾として「南十勝農工連澱粉工場」を紹介いたします。清里澱粉

工場を訪問した翌日に見学し、新たな発見・違いについて「受入シス

テム」の復習も交えながら、その様子をお届けします。 

※前回の詳細は弊社HPのQRコードからご覧いただけま 

すので、是非チェックしてみてください♪→→→→ 

◆復習:「受入システム」とは? 

澱粉工場や麦乾工場に搬入される作物のデータを帳票化し、効率的

に管理するためのシステムです。清里澱粉工場ではICカードを利用

していましたが、南十勝農工連澱粉工場では運転手から渡される伝

票を職員の方が受入PCに入力しています。その後は、自動で重量や

ライマン(澱粉)値のデータが紐づけされる仕組みとなっています。 

◆新たな発見:南十勝農工連澱粉工場を見学！ 

工場に到着すると「ガタンガタン」という 

大きな音に驚きました。音の正体は馬鈴 

薯と石を分別する「石取機(連続石取  

機)」。工場がある中札内村周辺の土地は、 

かつて川だったため、土を掘ると大小 

様々な石が出てくるそうです。このため

大量の石を処理できる大型の石取機が設置されています。印象的だ

ったのは「2024年問題」に合わせて導入された装置で、袋詰めされた

馬鈴薯澱粉をロボットが自動でパレットに積み上げており、作業効

率が大幅に向上していました。さらに、パレットにはRFID(ICタグに

よる自動認識システム)が付けられ、データ管理も徹底されていま

す。最新技術を積極的に導入なさっている 

姿勢に大変感銘を受けました。 

◆職員の方から教わった豆知識♪ 

南十勝農工連様の馬鈴薯澱粉は｢マロニー｣ 

｢ボーロ｣･｢カップラーメン｣･｢冷凍シュウマ 

イ｣等に使用されています。 

意外なところではウナギの餌にも利用されているそうです。水底

に沈んでしまう他の餌と違い、澱粉は水中でゆっくりと溶けていく

ためウナギの食いつきが良いそうです。 

十勝の馬鈴薯は有名ですが、工場近くを流れる一級河川「札内川」

は、清流日本一に選ばれたこともあり、こうした自然環境が高品質

な馬鈴薯澱粉の生産に繋がっているのではないかとのお話も伺いま

した。 

近年は天候不良による馬鈴薯の収穫不作もありましたが、普段何

気なく食べている食品の裏に多数の工夫と努力があることを改めて 

実感いたしました。 

最後に、見学を快く引き受けていただい 

た南十勝農産加工農業協同組合連合会の

皆様には、紙面をお借りしまして、心より

感謝申し上げます。 

澱粉工場 見学ツアー ～南十勝農工連編～ 

ESC Topic／ESC の様々な活躍 

人の顔以上のサイズの  

石も分別 

ロボットで 

積み上げ中 

ESC のシステムで  

帳票管理 


